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　学生 E と F の記述には，演習を通してままごと遊びの特徴やそのおもしろさに言及し
ている箇所がある。架空の世界で遊ぶ楽しさ，見立てて遊ぶことの効果，即興性，流動性（見
たてたものもストーリーの中でさまざまなものに変化していくことや，役も変わることが
ある等），イメージの共有等に気づいている。他にも B のように同じものを次々と異なる
ものに見立てていくことを経験し「同じものを指しても自分たちのとらえ方次第で全く違
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うものになることがあることが分かった」と記述している学生もいた。これは，常にストー
リーが（しかも複数の考えで）進んでいく遊びだからこそ経験できることである。一つの
ものをさまざまに見立てることが可能であるということは，実際遊んでみたからこその気
付きといえる。見立てのバリエーションを豊かにしておくという柔軟性を身に付けること
も，保育者・教育者を目指す学生にとっては有意義なことと考えられる。
　自らの幼少期を振り返り「普段の自分は頼りないけれどままごとの中では，しっかり者
になりたいと思う気持ちがあって一生懸命に演じようとしていたのではないかと子どもの
ときを振り返って思った。（中略）実はその中に「こういう自分になりたい」という気持ち
が心の中にあると思う」と，憧れを実現するという側面にも気付く学生もいた。見立て遊び
やごっこ遊びが成立するための重要な要件として，岡本（2005）は二つあげている。一つ
目は「自己と他者の二重化」で二つ目は「現実と虚構の二重化」である。「自己と他者の二
重化」はままごとの中で母親役を演じる時，自分は母親ではないとわかっているが，遊びの
中ではその母親になるということであり，「現実と虚構の二重化」は，そこでは現実の家庭
をモデルにしながらも，虚構の家庭を作り上げなくてはならないということである。「遊び
の中だからこそ，現実では絶対におとなではない自分が，架空の自分を，架空の家庭を，架
空の世界を実現することができる」10）のである。この二重化を実感した記述といえる。
　子どもがいかに本気で遊んでいたかということを「子どもは「嘘の世界を本気で生きる
力がある」というのを身に染みて感じた」と表現した学生もおり，それは岡本が言うよう
にごっこ遊びが単なる現実世界の引き写しではなく，「むしろ現実経験で得た知識や技術
を素材としながら，子どもは自分なりに新しい世界を作り上げます。そしてその世界の中
で一つの「物語」（ナラティヴ）が展開されてゆきます。」11）ということであると考えられる。
③子どもに関わる場合を想像する
　F の記述にあるように，想像力が身につくのではないかと考えた記述は他にもあった。
　見立て遊びの可能性に気づいたことから「将来子どもたちにも，新聞紙や広告などを使っ
たままごとを提案してみたい」，「手持ちが少ない方が想像が広がり，逆に何でも作れるの
では？子どもに何でもあたえることがよいのではないだろう」等，道具ありきではなく子
どもが主体的に遊べるにはどうすればいいか考え始めた学生もいた。
　また「考えると今回のおままごとでほとんど声を出していない。適当に棒を作っている
と友だちが「何をつくっているの？」ときかれて聖火ランナーになっておもしろくなった。
その友だちの役割を先生が担うこともできると思った」と，保育者・教育者としての関わ
り方を具体的に考えた学生もいた。『幼稚園教育要領解説』（2008）に「幼児が安心して自
分なりのイメージを表現できるように，教師は，一人一人の発想や素朴な表現を共感をもっ
て受け止めることが大切である」12）とあるが，演習の中でそこに気づいたのである。また，
遊びそのものだけでなく「自らの行動で仲間に入れてもらおうとする力がおままごとをす
る上で大切。人と関われば関わるほど，感性も豊かになってくるのではないか」と人間関
係の形成に言及しているものもあった。
Ⅴ　結論
　幼児教育を志す学生たち 140 名を対象に，ままごと遊びの理解や子ども理解を深めるこ
とを目的として，ままごと遊びの演習を試みた。子どもから最も遠く，大人の仲間入りを
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し始める年齢ということもあり，子どものように遊ぶこと自体に恥ずかしさを感じる姿も
あった。しかし，実際に経験してみると恥ずかしさから，実際の子どもの姿に考えが及ん
だり，ストーリーが盛り上がると恥ずかしさは消えて楽しさを経験したり，「遊ぶ」とい
うことを思い出す機会にもなった。
　ままごと遊びというと，ままごと道具を思い浮かべる学生が多かったが，道具ありきで
はなく可塑性の高い新聞紙という素材を駆使して遊ぶという経験も有意義であった。『保
育所保育指針解説書』（2008）の領域「表現」の内容における保育者の配慮として「保育
士等は，一人一人の子どもの心に寄り添い，ごっこ遊びや表現遊びなどを通してイメー
ジを共有したり，それぞれのイメージを生活や遊びの中で生かしていくことが大切」13）と
あり，また『幼稚園教育要領解説』（2008）にも「多様なイメージを引き出す道具や用具，
素材を工夫し，それらに幼児が日常的に触れていく環境を工夫することが，表現する楽し
さを味わうことにつながる」14）とある。このような保育者の姿についてはまだ十分に学ん
ではいないが，ワークシートの記述からはその一端に気づいた学生もいた。当然，保育者
として新聞紙を教材として用いる際の教材研究としては浅い経験ではあるが，今後専門的
な学びを深めていく上での基礎的な理解には役立っている。道具が新聞紙だけであったこ
とにより，子どもが身近なものを活用して，本物らしく再現しようとしていることは，実
際遊んでみて理解できていた。
　ままごと遊びにおける重要な部分，人とのかかわりについても模倣のモデルとなる存在
という側面と，遊びの中で仲間とそれぞれの役を尊重しながら，その役らしくストーリー
を展開していくためのかかわり方という側面，両面への気付きもみられた。遊びの中で子
どもはどのようにかかわっているかという理解の糸口は，体験することでつかめてきてい
るようである。これは今後の保育・教育分野の学びをすすめていく際にも役立つ。
　ただ，ままごと遊びの中で学生たちが作り上げた物語は，実際の生活の再現をもとに新
しい世界を作ったものというよりも，テレビドラマや映画等の断片をつなぎ合わせたよう
なものが目立った。学生自身のモデルとする生活経験の不足，実体験と仮想体験のバラン
スの崩れ等も考えられるが，今のその要因の解明はまだ十分とはいえず，今後，村中・片
平（2014）が明らかにした，幼少期の体験を保持するときに身体感覚を手掛かりに物語化
していくこととからめて，引き続き探っていく。
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